
I

ウ
ル
ト
ラ
Q
の
衝
撃

一
九
六ふハ
年一
JJ
ニ
II、
II
IIM一
几
時
か
ら：
几
時
半
の
枠

に、
円
谷

特技
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
ウ
ル
ト
ラ
Q」
の

テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ
た。
怪
獣
プ
ー
ム
の
起
点
と
さ
れ
る
特

撮
ド
ラ
マ
で
あ
る。
第一
話
か
ら
筍
H
話
ま
で
の
視
聴
凶r
を
放

映
n．
主
役
の
怪
獣
名
と
と
も
に
紹
介
し
よ
う。

一
月

期
を、

獣
プ
ー
ム、

の
論
点
は‘

っ
た。
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ニ
ー

古
代
怪
獣
ゴ
メ
ス・
厭
始
怜
瓜
リ
ト
ラ

i.＂R
ゴ
ロ
ー

ー
1

火
拍
怪
獣
ナ
メ
ゴ
ン

古
代
植
物
ジ
ュ
ラ
ン

冷
凍
係
獣
ペ
ギ
ラ

「
ウ
ル
ト
ラ
セ
プ
ン」
と^
11
わ
せ
て、
円
谷
プ
ロ
の
作
品
は、

怪
獣
プ
ー
ム
の
中
核
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る。
後
に
こ
の
時

子
ど
も
の
枇
界
の
流
行
現
象
の
観
点
か
ら、
第
:
依
怜

四
年
後
の
七
i

年
「
仮
Hli
ラ
イ
ダ
ー」
に
始
ま
る

変
身
プ
ー
ム
を
第
二
次
怪
獣
プ
ー
ム
と
名
付
け
る
こ
と
に
な
る。

こ
の
二
つ
の
プ
ー
ム
は
テ
レ
ピ
業
界
で
の
特
撮
や
ア
ニ
メ
の

類
似
作
品
の
制
作・
放
送
だ
け
で
な
く、
学
年
誌
や
辿
刊
マ
ン

ガ
誌
で
の
掲
載、
主
題
歌
や
玩
具・
遊IIパ・
食
品
な
ど
の
f
ど

も
を
市
場
と
す
る
商
品
の
開
発・
販
光
な
ど、
新
た
な
ピ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
誕
生
の
糾
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た。
M
時
に
こ

七
i

i

i

年
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り、
多
額
の
制
作

代
が
必
要
な
特
搬
時
代
が
終
了
し、
発
行
部
数
を
Jlt
蹄
的
に
拡

大
す
る
マ
ン
ガ
雑
誌
と
辿
動
し
た
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
時
代
に
移

行
す
る
社
会
的北II
娯
の
理
解
に
適
111
さ
れ
る。
特
撮
徘
組
を
子

ど
も
向
け
の
「
ジ
ャ
リ
番」
と
格
下
に
み
る
論
の
根
拠
に
も
な

だ
が
私
は、
特
撮
番
組
の
邸
視
聴
率
を
i

時
期
の
流
行
現
象

と
み
な
す
こ
と
に
迩
和
感
を
持
つ。
流
行
と
い
う
社
会
現
象
は、

後
の
社
会
の
骨
格
を
形
成
す
る
力
を
持
つ
楊
合
が
あ
る。
ウ
ル

ト
ラ
Q
に
始
ま
る
特
撮
怪
獣
物
語
の
テ
レ
ピ
放
送
は
そ
の
代
表

例、
と
位
骰
付
け
る
こ
と
か
ら
本
稿
の
課
題
に
応
え
た
い。

四
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••
四
％

:
 
··
o
 ％を
超
す
視
聴

山社ぃ‘
.
）
の
針
話
だ
け
で
な
く
「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン」
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
直
前
の
七
月r-
H
放
送

の
「
四
次．
JC

怪
獣
ト
ド
ラ」
が
括
蹄
す
る
ま
で
の一
ぶ〕
話
中
二

．
罪111
で
達
成
し
た＂
こ
の
数
値
は
七
J1
0
 11
開
始
の
「
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン」
令．．．
 九
話
に
引
き
躯
が
れ、
価
辿
已
0
％
台
後
半

を
維
持
し、
四
0
％
を
超
え
る
辿
も
あ
っ
た
(
1

0

視
聴
率
の
分
け
は
枇
僻
数。
―
面＇
前
の一
九
六
四
年
に
開
催

さ
れ
た

束以
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
11
本
中
の
茶
の
間
で
テ
レ
ビ
を

家
族
全
U
で
視
聴
す
る
代
泊
洲
柑
を
広
げ
た。
11

曜夜
七
時
に

:
 
:
o
 ％以
上
と
は、
全
固
の．．
 ＿割
以
t
の
家
庭
の
II
曜
夕
食
時

に、
I叫

辿
新
た
な
怪
獣
の
映
像
が
屈
く
こ
と
を
示
す
の
か
？

そ
の
襄
偽
と
は
別
に、
M
時
期
に
放
送
開
始
の
「
マ
グ
マ
大

使」
や
「
サ
ン
ダ
ー
パ
ー
ド」
と
競
い
な
が
ら、
翌
年
開
始
の

n

視
聴
率
四
0
％
の
視
聴
者
を
求
め
て

ま
ず
間
う
べ
き
は
114
0
％
と
い
う
数
値
を
も
た
ら
し
た
視
聴

行
の
文
像。
そ
の
予
掛
か
り
は
プ
ー
ム
の
社
会
的北
IJ

批
論
に
見

ら
れ
る
二
つ
の
共
辿
成
に
あ
る。
i

つ
は
「
ジ
ャ
リ
番」
と
の

...
Ii11

策
が
示
唆
す
る
f
ど
も
を
視
聴
者
と
み
る
こ
と。
―
i

つ
は
11．瓜

（
人
1
コ
ー
ホ
ー
ト）
の
観
点
か
ら、
一
次
は
団
塊
の
恨
代、

一
次
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
子
ど
も
時
代
と
煎
ね
る
こ
と。
だ
が、

こ
こ
で
も
私
は
辿
和
感
を
持
つ。
一
九
叫
九
年
生
ま
れ
の
団
塊

の
机
代
で
あ
る
私'11
身
に、
「
ウ
ル
ト
ラ
Q」
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
視
聴
し
た
記
tte
が
な
い
か
ら
で
あ
る。
東
原
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
中
三、
六
六
年
は
心門
か
ら心
1•
]

に
な
る
年、
作
り
物
の

怪
獣
に
シ
ュ
ワ
ッ
チ
と
叫
ぶ
年
齢
で
は
な
い。
た
だ
し、
六
O

年
代
四
国
の
小
さ
な
町
の
我
が
家
の
テ
レ
ピ
に
屈
く
の
は
N
H

K
二
屈
と
民
放一
屈
の
み。
新
聞
の
ラ
ジ
オ・
テ
レ
ピ
番
組
面

に
ウ
ル
ト
ラ
の
文
字
を
見
た
記
枢
は
な
い。
だ
が
こ
れ
は
あ
く

ま
で
個
人
的
な
追
節
に
す
ぎ
な
い。

よ
り
正
確
な
「
ウ
ル
ト
ラ
Q」
と
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン」
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
視
聴
者
を
求
め
て
作
成
し
た
の
が
次
頁
の
図。
最

下
段
に
出
lt
数
と
率、
そ
の
上
に
小
中
学
校
の
在
学
者
数
の
推

移
を
図
示
し
た。
蚊
上
位
に
邸
疫
成
餞
期
を
中
心
に
戦
後
日
本

．．．
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-
＝
ニ

ー
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\
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ー

一
ブ
ー

L
ー

1
ー

特
撮
怪
獣
ブ
ー
ム
が
も
た
ら
し
た
も
の
は

ー
誰
も
が
主
役
の
成
長
諄
を
求
め
て

静
岡
大
学
名
詈
教
授

馬
居
政
幸

ぅ
士

い

士

さ

ゆ

き

唸
り

特撮怪獣ブームがもたらしたものは
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高

度

経

済
成

長
期
の

子
ど

も
た

ち
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社
会
の
変
化
を
代
表
す
る
社
会
巾

象を
並
ぺ 、
そ
の
ド

段
に
附

和
期
の
北
要
な
特
撮
と
ア
ニ
メ
の
放
映・
放
送
聞
始
年
を
じ
ド

に
並
散
し
た

3

心ぷ911
の
平
成
期
を
iti
jll
し
て 、

イ
ダ
ー

の
各
シ
リ
ー

ズ
の
開
始
年
が
八
0
年
ま
で 、
戦
隊
シ
リ

ー
ズ
は
八
互

年ま
で
を
列
出
し
た ＂

と
の
関
係
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に 、

1
0
年
単
位
に
上
ド

の
補
助
線
を
引
き 、
年
り
は
西
肝 、
年
放

の一
九
と―-
0
は
賂
し
た 。
本
文
も
原
則
圃
様
で
あ
る

”
l

"

ま
ず
団
塊
の
肌
代
と
の
関
係
を
確
認
し
よ
う 。

れ
の
私
が
小
三
の
h
八
年
が 、
小
学
校
在
学
打
数
の
ピ
ー
ク一

i-i
四
九
T
人 °

んll衣
＂販

しし位
＂れ
会
山＂
象
史
を
見
る
と

前年

に東

i
iJt
タ
ワ
ー

完
成 、
翌
年
は
収
太
子
結
婚
式
と
少
年
マ
ガ
ジ
ン
・

サ
ン
デ
ー

削
刊
が
並
ぶ u
そ
の
ド

段
の
特
撮
史
で
は 、

に
五
歳
の
私
は
ゴ
ジ
ラ
に
出
会
い 、

ラ
は
小ぷハ
だ
が 、

53
テ
レ
ビ
枚
送
閃
始

ウ
ル
ト
ラ
と
ラ

..
 )̀
J
|

 ...
 ,:‘
 

そ
し
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0
ド
と
11
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四
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年
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JJ
光
仮
面
は
小 ：·‘
モ
ス

我
が
家
に
テ
レ
ビ
が
求
た
の
は
小
h
の
以 、

ゴ
ジ
ラ
と
モ
ス
ラ
は
映
圃
館
だ
がH
光
仮
而
は
Hi
器
困
さ
ん
の

店
先
で
立
ち
見 い
テ
レ
ビ
ジ
プ
シ
ー

と
い
わ
れ
た
時
代
で
あ
る い

中
学
校
在

沖抒数
の
ピ
ー
ク
は
六
二
年
の
七
応ii
万
人 J
Plj

七
年 、
四
八
年 、
四
九

年生
ま
れ
の
団
塊
の
肌
代
全
U
が
中
学
牛

に
な
る
年
だ
か
ら
だ
が 、
中
学
時
代
の
リ
ア
ル
視
聴
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で 。
団
塊
の
世
代
の
特
撮
の
氾
岱
（
シ
ョ
ッ
ク
と
感

凡W3

置

特
撮
怪
獣
作
品
が
創
る
世
界
と
は

砂
は
映
圃
館
で
の
ゴ
ジ
ラ
と
モ
ス
ラ
だ
が 、
い
ず
れ
も
円
谷

炎 ．一
の
肌
昇 ＇
ワ`
ル
ト
ラ
シ
リ
ー
ズ
ヘ
の
親
近
感
が
学
齢
期
に

仙
成
さ
れ 、
そ
の
感
梢
は
rI
ら
の
求
族
形
成
期
に
顕
在
化
し 、
戦

淋`
ン
リ
ー

ズ
の
視 ．
J
視
聴
に
つ
な
が
る
こ
と
を

指摘
し
て
お
く 。

改
め
て
リ
ア
ル
視
聴
の中 ー
ポ
打
を
探
そ
う ＞
ふハ
六
年
ウ
ル
ト

ラ
Q
か
ら
じ一
年
仮
血
ラ
イ
ダ
ー

以
前
の一
次
プ
ー

ム
期
間
と

重
な
る
児
哨
数
の
グ
ラ
フ
に
は
「
少
廂
小」
と
あ
る 。
ラ
イ
ダ

ー
か
ら
戦
隊
シ
リ
ー

ズ
ヘ
の一正
次
プ
ー

ム
期
間
は
代
徒
数
の

「
少
廂
中」
が
収
な
る ＂
少
廂
と
は
出
牛
放
図
に ．
が
す
よ
う
に 、

HI
塊
と
ジ
ュ
ニ
ア
と
い
う
二
つ
の
人
11
の
111
の
谷
間
に
あ
る
枇

代
の
名
称
で
あ
る

U

こ
の
出
生
数
の
谷
は 、

楳
な
り 、

扶YS共
A
11
の
減
少
11

少
廂
化
に
よ
る
負
担
の
軽
減
で

経
祈
発
展
を
打
利
に
進
め
る
「
人
11
ポ
ー

ナ
ス」
と
国
連
が
名
付

け
た
人
11
政
策
の
粘
果
で
あ
る ＂

Kr
l『一、

＂し

川パ

＇

現
在
の
少
子
化
と

u
本
は
六
0
介
を
前
後
す
る

子
ど
も一

K

人
の
家
族
に
す
る
こ
と
で
科
此
成
此
の
社

会
甚
盤
11
人
的
H
生
廂
シ
ス
テ
ム
を
Jlf
構紐で
し
た 。

国
か
ら
就
戯
と
進
洋
の
た
め
に
都
市
に
移
動
し
た
杓
い
男
女
の

家

族つ
く
り
の
条
件
に
な
り 、

そ
れ
は
全

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
夫
と
専
業
主
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「
我
々
が
生
き
て
い
る
こ
の
肌
昇
は 、
日
然
昇
と
の
パ
ラ
ン

W

誰
も
が
主
役
の
成
長
諏
に
挑
む

婦
の
淡
が
二
人
の
子
ど
も
を
学
校
中
心
に
ff
て
る
11
本
利
近
代

家
族
が
形
成
さ
れ
る 。
そ
の
モ
デ
ル
が
「
ウ
ル
ト
ラ
Q」
や「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン」
の
映
像
と
し
て

＾占日
の
茶
の
間
に
屈
け
ら
れ
た。

台
所
は
船
間
と
幣
が
る
キ
ッ
チ
ン
に 、
兵
巾
は
テ
ー

プ
ル

と
イ
ス 、
紅
後
は
ソ
フ
ァ
ー

に
枢
，．．し
テ
レ
ピ
を
見
な
が
ら

歓
談 。
パ
パ
は
眼
鋭
を
か
け
て
ベ
ー
ジ
ュ
の
カ
ー

デ
ィ

ガ
ン 、

マ
マ
は
淡
い
グ
リ
ー
ン
の
ワ
ン
ビ
ー
ス
に
川
い
エ
プ
11
ン 、

11ん
は
袖
に
赤
い
ラ
イ
ン
の
カ
ー

デ
ィ

ガ
ン 、
妹
は
卵
色
の
七

ー
タ
ー

に
グ
リ
ー
ン
の
ス
カ
ー
ト リ

培
に
は
飾
り
棚
と
ク
ー

ラ
ー

が
並
ぶ
c

ウ
ル
ト
ラ
セ
プ
ン
第
じ
ザい
「
中
Hj
ikI
A
3
0
3」
の•
シ
ー

ン
で
あ
る 。
四
0
％
に
達
す
る
視
聴
中
は 、
幼Ill／
期
か
ら
茶
の

間
で
の
視
聴
が
可
能
に
な
っ
た
少
廂
肌
代
だ
け
で
は
小
rrf
能 u

チ
ャ
ン
ネ
ル

権を
持
つ
父
け
や
祖
父
け
の
肌
代
の曲ツ
（
典
味
関

心
・

問
迎
烈
識）

に
応
え
る
作
品
の
質
の
邸
さ
で
IIJ
能
に
な
っ

た 。
憧
れ
の
家
族
セ
ッ
ト

の
映
像
に 、
新
た
な
人
と
そ
の
牛
き
る

均
の
あ
り
方へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る°

と
邸
ほ
化
を
促
進
し 、
物
品
の^
11
間
の
lmlI血

木内
か
ら
商
品
宋

内
の
物
誦
へ
の
変
容
と
椰
撤
さ
れ
た 。
だ
が
そ
れ
は 、
視
聴5"

に
代
わ
っ
て
消
代
打
の
評
価・
選
択
が
待
っ
こ
と
を
行旺
味
す
る 。

よ
りむ9
度
な
映
像
技
術
と
f
ど
も
の
好
み
の
個
別
性
に
応
ず
る

粕
密
な
物
品
の
創
造
へ
の
追
を
拓
い
た 。
そ
れ
は
lll
谷
や
金
城

が
描
い
た
人
と
社
会
へ
のg，
心罪
を 、
新
た
な
社
会
に
化
ま
れ
ff

つ
子
ど
も
た
ち
の
誰
も
が
主
役
に
な
る
人
小
を
歩
む
た
め
の
ft

質・
能
力
脊
成
の
成
長
諏
を
削
り
だ
す
熱
梢
の
源
泉
に
転
換
さ

せ
る
可
能
性
と
選
択
肢
を
秘
め
て
い
た。
そ
の
結
染
は 、
少
子

化
に
よ
る
市
勘
の
縮
小
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
1
•·

種
の
シ
リ
ー

ズ

が 、
今
な
お
日
咄
午
前 、
平
1111
点初
の
時
間
枠
で
表
現
さ
れ
粒

け
て
い
る
こ
と
で
確
認
で
き
る 。

誤
解
を
恐
れ
ず
に
述
べ
れ
ば 、
戦
豚
シ
リ
ー

ズ
は 、
11
本
の

テ
レ
ビ
放
送
聞
始
以
来
の
最
K
寿
番
糾
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ

し
ょ」

が
担
っ
て
き
た
幼
児
期
の
親
子
に
良
収
な
モ
デ
ル
を
提

供
す
る
保
脊・
教
育
シ
ス
テ
ム
の
サ
プ
シ
ス
テ
ム
と
評
価
し
た

い 。
マ
マ
だ
け
で
な
く
パ
パ
も
巷
き
込
み 、
幼
児
期
か
ら
学
齢

期
ま
で
視
野
に
お
き 、
役
削
モ
デ
ル
と
そ
の
実
践
化
へ
の
ツ
ー

ル
を
鉗
週
提
供
し
絞
け
て
い
る
の
が
ス
ー

パ
ー

戦
隊
だ
か
ら
で

あ
る 。
円
谷
と
金
城
の
啓
世
の
恩
い
の
糀
承
と
評
価
す
る
理
由

で
も
あ
る 。

ス
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る ＂
そ
し
て 、
溝
和
と
バ
ラ
ン

ス
の
怯
則
が 、
絶
対
に
狂
わ
な
い
と
い
う
前
提
を
侑
じ
て 、

我
々
は
安
心
し
て
く
ら
し
て
い
る 。
し
か
し 、
科
学
的
法
則

の
絶
対
は 、
そ
れ
が
托
う
確
ギ
が
何
ガ
分
の一

、
あ
る
い
は

何
似
分
の
一
か
に
す
ぎ
な
い
3

そ
し
て 、
も
し 、
或
る
H 、

突
然 、
何
似
分
の一
の
可
能
性
が
現
尖
の
も
の
と
な
り 、
奇

妙
な
出
＊
巾
が

ーー "
f
fJI
な
11
常
生
析
の一
角
が 、
歪
み

を
小
じ
た
と
す
れ
ば
…
…い」
[

3
)

「
ウ
ル
ト
ラ
Q」
を
邪
備
し
た
「
ア
ン
パ
ラ
ン
ス」
の
企
両

代11
の
i
部
で
あ
る い

執惰名
は
沖
縄
出
身
の
金
城
折＂
夫
3

Q
か

ら
セ
プ
ン
ま
で
の
脚
本
作
成
の
中
心
行
で
あ
る ＂
「
ウ
ル
ト
ラ

Q」
は
f
ど
も
番
組
で
は
な
く 、
W臼
瓜
成
此
の
れ
の
悦
困
へ
の

野
鈍
が

＾庄圃
の
脱
点
だ
っ
た 。
作
隙
プ
ー

ム
は 、
制
作
者
の
側

か
ら
み
れ
ば 、
娯
邪ぶ
大
作
で
は
な
く 、
社
会
派
ド
ラ
マ
の
ス
ト

ー
リ
ー
と
台
測
で
構
成
さ
れ 、
1
谷
英
二
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

に

蔽
す
る
特
撮
映
像
へ
の
拘
り
と
爪
な
っ
て 、

世代
を
超
え
る
輿

附
と
感
動
を
呼
ぴ
起
こ
し
た 。
だ
が
竹
の
蒻
さ
は
製
作
代
と
時

間
と
ス
タ
ッ
フ
の
力
絨
で
維
持
さ
れ
る 。
戦
火
へ
の
怒
り
と
悲

し
み
を
秘
め
た
作
品
制
作
の
熱
梢
に
代
わ
っ
て 、
市
勘
を
拓
く

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
ヘ
の
山寸
心
が
求
め
ら
れ
た。
少
粒
か
ら
ジ
ュ

ニ
ア
ヘ
と
iii
場
の
移
動
と
拡
大
へ
の
要
蘭
は 、
商
品
の
多
様
化

〔
注
記〕

,.
 

u

悦
聰
率
は
ウ
ル
ト
ラ
Q
が
ニ
ー

ル
セ
ン 、
ウ
ル
ト

マ
ン
が

ピ
デ
オ
リ
サ
ー

チ
（
と
も
に
関
東
地
区） 。
n
石
雅
彦
の・
①

r「
ウ
ル
ト
ラ
Q」
の
涎
止
と
5
「「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン」
の

股
料
（
と
も
に
双
が
社）
を
参
照 ＂

切

Ill
小
数・
必r
は
人
11
動
態

締叶 、
小
中
在
学
K
数
は
栄
校

枯
本
瀾
在 ＂
特
撮・
ア
ニ
メ
は 、
本
稿
の
考
寮
も
含
め
て 、

911
1
m
②
と
③
鈴
木
美
潮
「
昭
和
特
撮
文
化
概
溢
ヒ
ー
ロ

ー
た
ち
の
戦
い
は
恨
わ
れ
た
かj
机
英
社

①
氷
川
泡
介

「
ア
ニ
メ
l

8

年
ハ
ン
ド
プ
ッ
クj
I
R
D
エ
切
に
学
ぶ 。

固

伺
111
111
輝
千
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
削
っ
た
易

金
城
甘
夫

の
生
枕j
悧
ll
新
聞
社

八
九
刊
よ
り
引
111 0
金
城
の
足
跡

と
評
価
も
本
件
に
浮
ぷ。

＊
上
記
①
ー

⑤
に
加
え
て
以
下
の
内
を
参
考
に
し
た 。

＠
円
谷
炎
Ivl
f
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
泣
い
て
い
る」
講
談
社

⑦

コ
ミ
ッ
ク
版
川
界
の
伝
記
22

雷り
谷
英
＝こ
ポ
プ
ラ
社

®

守森＂
ー
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン」
講
談
社

⑨
実
柑
寺
昭
雄
「
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
足
牛j
筑
限迅9
粉
⑩
桜
井
枡
子
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

"IJ
朴
記」
小屈
蔽加

⑪
「
匪 ．け
ー

仮
面
ラ
イ
ダ
ー

昭
和」
講

談
社

⑫
⑬
沖
座
似'/J

冒
本
の
ア
ニ
メ
は
何
が
す
ご
い
の

か
2

祥
伝
社 、

口研
版
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
年
入
門
I

平
凡
社

⑩
f
学
年
誌
ウ
ル
ト
ラ
伝
説i
小
学
館

⑮
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

大
団
裟
デ
ラ
ッ
ク
スj
ポ
プ
ラ
社
⑯
「
仮
副
ラ
イ
ダ
ー

大
回

裟」
ボ
プ
ラ
杜

⑬
r
ス
ー

パ
ー

戦
豚
大
図
鑑」
ポ
プ
ラ
社

⑱
浅
尼
典
彦
コ
ア
ニ
メ•
特
撮．
S
F・
映
画
メ
デ
ィ
ア
読

水
9

中日
心
社
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高
度
経
済
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち

n"U．
一、．―
H
9

,

⇒→
く
←・一

璽葦l-f.

子
ど
も
に
と
っ
て
の
戦
後

.
9ヤ
峰’r:',}'-,
T←,l-t̀
」
』

'
,
i·
年,hi‘-

11

11
1

11

子
ど
も
た
ち
の
八
月一
五
H
ー—戦時体
制からの
解
放

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
鐘
の
IfJ
る
Ii」

ー
男
後の児
童
椙
祉の
展
開

と
戦
災
孤
児

新
制
中
学
校
の
誕
生
ーー
六・三・三
制の
意
味
する
もの

男
女
共
学
の
実
施
ージェ
ン
ダー
と
教育

街
頭
紙
芝
居
に
み
る
文
化
環
境
格
差
と
戦
後
の
子
ど
も
文
化

集
団
就
職
列
車
で
の
上
京

わ
が
家
に
テ
レ
ピ
が
や
っ
て
き
た

特
撮
怪
獣
プ
ー
ム
が
も
た
ら
し
た
も
の
は

ー誰
もが
主役の
成
長
諌
を
求めて

リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
の
世
界
ーー
女の
子た
ちに、
もたらした
もの

過
熱
化
す
る
進
学
熱
ーー
学
校
教
育の
光と
影

少
年
週
刊
誌
プ
ー
ム
の
到

米ーー
「
少年ジャン
プ」
が
もた
ら
した
もの

葬
式
ご
っ
こ
の
意
味
す
る
も
の

ー咋
社
会的な問題行
動へ
の
転
換

「
ゆ
と
り
教
育」
の
功
罪
ーー早
急に
「学力低下」
を言う
前に

t

:
1

平
威
蔚
代
のi
1
と
も
た
ち

H:'
i
i
:
;→

にW-L:;-

5:
r-H』「こ
1-

―こ

＇卜t
rEE

フ
ァ
ミ
コ
ン
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち

「
少
年
A」
は
何
を
示
唆
す
る
か
ー少
年
法の
規定
をめ
ぐっ
て

「
学
校
恐
怖
症」
か
ら
「
不
登
校」
へ

ー学校へ
行けない
子
ど
も、
行か
ない
子
ども

発
達
節
害
の
増
加
？
ー
特
別
支
援の
必
要な
子どもたち

多
国
籍
化
す
る
学
校
ーー
多文
化
時
代の
子どもへの
対応

小
中一
貫
校
の
台
頭
ーーその
課
題を
考える

モ
ン
ス
タ
ー
・
ベ
ア
レ
ン
ト
の

ー要求社会の
中での
学校対応

「
出
現」

11,'
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,
9

．
 

，
 
．．
 

子
と
も
問
a

の
70
年

船
崎
政
男

布
村
久
春

佐
蒻
郡
術

市
川
宏
伸

沢
ば
達
夫

飯田
浩
之

小
林
正
幸

野t
暁

武
内
u'
 
←
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土
肥
伊
都
子

深
谷
昌
志

石
田
文三

馬
居
政
幸

沢

谷Hふ

遠
藤
111
必

加
柱
則

釧
辻
忠
f

加
野
Yi
IE

利
祇
利

上
杉
孝
官
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子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
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120

早
期
の
集
団
保
育
環
壊
で
の
成
長
の
是
非

ー
女
性
の
社
会
進
出
と
保
育ニ
ー
ズ

中
村
飽
子

「
親
性」
の
揺
ら
ぎ
と
子
ど
も
虐
待

深
谷
訊子

ス
マ
ホ
世
代
の
子
ど
も
た
ち
ー
ーリ
ア
ル
と
ネッ
ト
の
融
合の
中
で
の
成
長

藤
川
大
祐

大
学
進
学
率
五
0
％
時
代
の
勉
強
|_
学
歴
神
話の
崩
壊
の
中
で

鈴
木
聡

少
子
化
社
会
の
中
で
の
子
ど
も
の
育
ち
ー
ー
孟
そ
支
援
の
必
嬰
性

せ兒
稔
幸

ー

冒1

'

ー

4

編
集
後
記・・・・・
深
谷
和
子

6
 
l
 

ヽ

イ
ラ
ス
ト・
デ
ザ
イ
ン

岡
田
真
理
子

141 136 131 126 
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